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NPO法人髙瀬蔵（平成21年10月1日発行） 

 会報 Vol.19 
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８月２日、今年も晴天に恵まれ、体長13センチ程の手長エビ約８０匹が釣れ、俵ころがしは子供達の

歓声に包まれました。今回は攻略編ということで、安全を考慮し前回より長めの竹竿を使い、早合わせ

禁物の我慢の釣りを心がけました。ただ、潮と錘のバランスがよくとれていれば、釣果はもっとあった

とものと思われました。親子で真剣に取り組む釣りの楽しさが伝わった一日でした。スタッフの皆様も、

炎天下の中ご苦労様でした。                     （商店会イベント部会） 

（商店会イベント部会） 

ちょうど梅雨明けが宣言された暑さ本場の８月４日、冷気を求めて第３回肝だめし in髙瀬が開催さ

れました。崇城大学秋元研究室の学生さんが、こわーいポスターで宣伝効果を高め、髙瀬の町なかを西

南の役をキーポイントに仕掛けを作ってくれました。 

今年は２ヶ所のポイントをＮＰＯや商店会が担当し、そのままでも怖い衣装に音と照明を加え演出し

ました。スタッフもお客さんが悲鳴をあげる度にゾクッと快感を覚えることができました。参加者から

は、「とても楽しかった！」、「来年はスタッフ（お化け役）で参加したい。」という声が聞かれました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （文化部会） 

本年度第4夜（7月23日）は朗読劇「草枕の女たち」をテーマとして2部構成で行いました。

第1部として、ノンフィクション作家で、本劇の演出を手掛けられた本田節子氏による本劇の時代

的背景並びに見所について基調講演を頂きました。第2部は、天水輝く女性協議会の方々による朗

読劇「草枕の女たち」が演じられ、夏目漱石の小説「草枕」を女性の視点から情景を伝えていただ

き、参加者一同大いなる感銘を受けた夜となりました。第5夜（8月27日）は江戸時代後期に諸

国を巡り、仏塔の一種である宝篋印塔(ほうきょういんとう)を建造した岱明町専光寺の出である豪

潮律師の足跡について、専光寺住職、蓮沢大智氏にお話し頂きました。身近な所での先人の偉業に

驚くとともに誇らしさを感じる夜になりました。第6夜(9月24日)は、玉名温泉女将の会(石菖会)

の方々による「玉名温泉のおもてなしの心」についてお話頂きました。足湯と都市計画道路、ポケ

ットパークの整備によりリニューアルした玉名温泉、その温泉街を活気づけようと４年前に玉名温

泉女将の会(石菖会)が設立され「おもてなしの心」を基本コンセプトとして、様々なアイデアとイ

ベントを実施し現状に至っている事が説明されました。玉名市民にとっては貴重な財産である玉名

温泉。その財産を守っていかなくてはいけない。その心を改めて認識した夜噺となりました。 

７月１２日（日）と９月６日（日）の両日、

菓子職人の山嵜講師による、お菓子づくり講

座が実施されました。メニュ－は７月１２日

が白玉だんごの作り方、９月６日がシューク

リームの作り方、両日とも講座は講師のレシ

ピによる説明と実演、参加者全員によるお菓

子づくりと進められ、出来上がったお菓子に

早速舌鼓を打ち、美味しさを確認するととも

に作り方のコツを学びました。 
「非常に参考になりました、早速家でも挑

戦してみます」「お菓子講座を毎月でもいいか

ら開いてほしい」などの感想をいただきまし

た。 

第６夜「玉名温泉のおもてなしの心」 第４夜「草枕の女たち」 

講師の説明を熱心に聴く参加者 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NPO法人 髙瀬蔵 
熊本県玉名市高瀬155-1(〒865-0025) 
TEL・FAX 0968-72-2480 
E-MAIL takasegura@aria.ocn.ne.jp 
URL http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html 
開館時間 10:00～24:00(イベント開始時間により変更あり) 

理事の山嵜憲一様より、香典返しとして当法人にご寄付をい

ただきました。心よりお礼を申し上げます。お心遣いは、髙瀬

蔵の発展に有意義に活用させて頂きます。ありがとうございま

した。 

平成17年の蔵開きから一

周年を記念して、蔵と髙瀬の

まちが一体となった記念イ

ベントが開催されました。オ

ープニングでは、玉名小学校

金管バンドの演奏や餅つき

や餅投げが行なわれ、髙瀬蔵

周辺が賑わいました。 

一周年記念講演「髙瀬夜噺」 

髙野 和人 氏 
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